
 
平成25年5月14日 

各  位 
 会 社 名 イーター電機工業株式会社  

              代表者名  代表取締役社長   山本 浩之 
                           （JASDAQ・コード 6891） 
                    問い合せ先 経営企画室室長  増田 幸一 
                           （電話 03―3745―6740） 

 
 特別損失の計上及び平成25年3月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成24 年5 月16 日に公表いたしました平成25 年３月期（平成24 年4 月1 日～平成25 年3 月31 日）の業績予想（連結・個別）につ

いて、新たに特別損失の計上及び最近の業績動向を踏まえ、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
1. 特別損失の発生について 

（1）たな卸資産減損額の計上 

スイッチング電源業界全体の業績が対前年比で 20 パーセント以上減少するなど、市場環境の悪化が著しい中、当社グループにおき

ましても受注が大幅に伸び悩んでおり、業界全体の景気回復の見通しはまだ不透明な状況にあります。このような中にあって、現状と将

来事業計画の主要な前提条件との間に乖離が見られはじめていることから、たな卸資産規模と収益見込額を再評価した結果、長期収

益計画を保守的に見直すことといたしました。この結果、当社グループとしましては、このような状況を乗り切り、高い収益力を持った企

業体質への転換を図るため抜本的な在庫の圧縮を推し進める事とし、たな卸資産の評価基準を見直して厳しく評価した結果、特別損失

として、たな卸資産除却損51 百万円、たな卸資産評価損300 百万円を計上いたします。 

  
2．業績予想の修正について 

（1）平成25 年3 月期通期連結業績予想の修正（平成24 年4 月1 日～平成25 年3 月31 日） 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

前回予想（A） 4,000 320 240 200 21円04銭

今回修正（B） 3,165 92 29 △351 △37円03銭

増減額（B－A） △835 △228 △211 △551 

増減率（%） △20.9％ △71.3％ △87.9％ － 

（ご参考）前期実績 

(平成24年３月期) 
5,089 277 136 △449 △47円34銭

 
 

（2）平成25 年3 月期通期個別業績予想の修正（平成24 年4 月1 日～平成25 年3 月31 日） 

（単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

前回予想（A） 3,550 290 200 180 18円94銭

今回修正（B） 2,614 101 32 △332 △34円96銭

増減額（B－A） △936 △189 △168 △512 

増減率（%） △26.4％ △65.2％ △84.0％ － 

（ご参考）前期実績 

 (平成24年３月期) 
3,275 116 20 △1,166 △122円71銭

 
 
 
 



3．修正の理由 

（1）連結業績について 

売上高 

子会社につきましては堅調に推移いたしましたが 個別業績の修正により、売上高を前回予想の 4,000 百万円から 3,165 百万円に 

修正いたしました。 

営業利益 

 個別業績の修正により、営業利益を前回予想の 320 百万円から 92 百万円に修正いたしました。 

経常利益 

営業利益の修正により、経常利益を前回予想の 240 百万円から 29 百万円に修正いたしました。 

当期純利益 

個別業績の修正に加え当社連結対象子会社における増益分に対する税金及び少数株主利益控除の影響により、当期純利益を前

回予想の 200 百万円から当期純損失351 百万円に修正いたしました。 

 

（2）個別業績について 

通期業績 

  売上高 

第３四半期以降において新製品の市場投入効果による売上増を見込んでおりましたが、市場の低迷等により、当初予想を下回っ 

て推移いたしました。 

この事により、売上高を前回予想の 3,550 百万円から 2,614 百万円に修正いたしました。 

営業利益 

原価削減策及び経費削減策の効果が発現したものの、売上高が当初予測を下回った為、営業利益を前回予想の 290 百万円か 

ら 101 百万円に修正いたしました。 

 経常利益 

営業利益の修正により経常利益を前回予想の 200 百万円から 32 百万円に修正いたしました。 

当期純利益 

経常利益の修正に加え前述の特別損失としてたな卸除却損、たな卸評価損を計上したことにより当期純利益を前回予想180 百 

万円から当期純損失332 百万円に修正いたしました。 

 

 

 

（注）上記業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績はさまざまな要因により、予

想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


